
午後の部 (線 路)平 成 １ ９ 年 度 第 ２ 回

専門的能力・電気通信システム電気通信主任技術者試験問題

注 意 事 項
１４時２０分１ 試験開始時刻

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

１ ５ 時 ４ ０ 分「電気通信システム」のみ １ 科 目

１ ６ 時 ０ ０ 分「専門的能力」のみ １ 科 目

１ ７ 時 ２ ０ 分「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

第１問 第２問 第３問 第４問 第５問 ペ ー ジ

通 信 線 路 線１～線15８ ８ ８ ８ ８

専門的能力 通 信 土 木 線16～線28８ ８ ８ ８ ８

線路主任技術者 水 底 線 路 ８ ８ ８ ８ ８ 線29～線42

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 線43～線46

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。(1)

受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。(2)

生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの｢０｣もマークしてください。(3)

[記入例] 受験番号 ０１ＣＦ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。(1)

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄) 「電気通信システム｣は青色(右欄)です。、

い｡(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてくださ

ので、使用しないでください。① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されません

二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。② 一つの問いに対する解答は一つだけです。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) その でください。免除科目がある場合は、 科目欄は記入しない

(4) 、あなたが ( と略記)を○で囲んでください。受験種別欄は 受験申請した線路主任技術者 『線 路』

(5) のうち、あなたが を○で囲んでください。専門的能力欄は 『通信線路・通信土木・水底線路』 受験申請した専門的能力、

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

７ 登録商標などに関する事項

(1) 試験問題に記載されている会社名又は製品名などは、それぞれ、各社の商標または登録商標です。

(2) 試験問題では、 及び を明記していません。® ™

(3) 試験問題の文中及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)
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Ｔ



線43

試 験 種 別 試 験 科 目

線 路 主 任 技 術 者 電気通信システム

(参考) 試験問題、図中の抵抗器などの表記は、旧図記号を用いています。

次の問１から問２０までについて、それぞれ( )内に最も適したものを、各問の①～⑤の中か

ら一つ選び、その番号を記せ。 (５点×２０＝１００点)

問１ 透磁率がμ、磁路の平均の長さが、断面積がＡの環状鉄心に巻数がそれぞれＮ 、Ｎ の二つ１ ２

のコイルが巻かれているとき、相互インダクタンスＭは、( )である。ただし、漏れ磁束は無

視するものとする。

１ ２ １ ２ １ ２μＮ Ｎ ＡＮ Ｎ μＡＮ Ｎ
① ② ③

Ａ μ 
２ ２ ２ ２μＡＮ Ｎ μＮ Ｎ１ ２ １ ２

④ ⑤
 Ａ

問２ 図に示す回路において、端子Ａ、Ｂ間の合成抵抗は、( ) Ω である。 

 ① １８ ② ２４ ③ ３６ ④ ５４ ⑤ ７２

   １５ Ω ３０ Ω
Ａ Ｂ

   １０ Ω ５０ Ω

 ２０ Ω

問３ 図に示す論理回路を入出力とも正論理で使用するとき、この回路は、( )回路として動作す

る。

 ① ＡＮＤ ② ＯＲ ③ ＮＡＮＤ ④ ＮＯＲ ⑤ ＥＯＲ

新図記号 旧図記号

Ｒ1

Ｔr
Ｒ2

ＶC

入力１
出力

＋

Ｄ2

Ｄ1

入力２

Ｒ３



線44

問４ 図に示す論理回路の出力と同じ出力を表す論理回路は、( )である。

問５ ＰＣＭ方式で音声信号を伝送するときは、一般に、入力する音声信号の大小にかかわらず、伝送

後の信号電力と量子化雑音電力との比をほぼ一定にするため、音声信号に対して圧縮、伸張の処理

が行われる。この場合、量子化雑音は音声信号レベルに関係なく一定であるため、圧縮器には、

( )で表される入出力特性を持たせ、伸張器にはその逆の特性を持たせる。

① ② ③ ④ ⑤

出 出 出 出 出
力 力 力 力 力
電 ０ 電 ０ 電 ０ 電 ０ 電 ０
圧 圧 圧 圧 圧

入力電圧 入力電圧 入力電圧 入力電圧 入力電圧

問６ 内部抵抗が０.１ Ω で最大目盛が２ Ａ である電流計を用いて最大目盛が５０ Ａ の電流計とし     

て使うためには、( ) Ω の分流器を用いればよい。ただし、答えは、有効数字２桁とする。 
けた

① ４.２×１０ ② ４.０×１０ ③ ２.５－３ －１

２④ ４.０ ⑤ ２.４×１０

問７ 伝送路の雑音に対する伝送品質を表す尺度の一つとして、ＳＮ比が用いられる。受信入力端にお

けるＳＮ比の設計値が２５ dＢ 以上必要とされるモデムを使用した場合において、伝送路の受信端 

での信号レベルが－１０ dＢm であった場合、この伝送路に許容される雑音レベルは、( ) 

dＢm 以下である。 

 ① －６０ ② －３５ ③ －１５ ④ ＋１５ ⑤ ＋３５

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

①

④

②

⑤

入力ｃ

入力ｂ
入力ａ

出力

③



線45

問８ 信号の多重伝送を行う伝送システムにおいては、伝送品質を劣化させる要因として、熱雑音、シ

ョット雑音などの基本雑音のほか、準漏話雑音、標本化雑音、過負荷雑音など、各種の雑音がある。

これらの雑音のうち、アナログ多重伝送システム特有の伝送品質劣化要因となる雑音は、( )

雑音である。

① 熱 ② 準漏話 ③ ショット

④ 標本化 ⑤ 過負荷

問９ アナログ信号をデジタル信号として伝送する時分割多重方式において、標本化によって得られる

( )パルスは、アナログ信号波形の振幅に比例して、パルスの振幅が変化する。

 ① ＰＡＭ ② ＰＷＭ ③ ＰＰＭ ④ ＰＦＭ ⑤ ＰＣＭ

問10 デジタル交換機の基本機能のうち、加入者の発呼や終話を検出する働きを持つものは、( )

機能である。

① 中央処理 ② スイッチ制御 ③ 監視走査

④ 情報翻訳 ⑤ 信号送受

問11 即時式完全線群において、ある回線群の運んだ呼量が２７ アーラン であった。この回線群の呼 

損率が０.１であるとき、この回線群に加わった呼量は、( ) アーラン である。 

 ① ２.７ ② ２４.３ ③ ２７ ④ ３０ ⑤ ２７０

問12 静止衛星を介した電話回線では、伝送遅延による伝送品質の劣化を避けるため、地球局に最も近

い交換局などにおいて、( )が用いられている。

① ハイブリッドコイル ② ボイスアクチベーション方式

③ 符号分割多元接続方式 ④ エコーキャンセラ

⑤ スペクトル拡散方式

問13 光アクセスネットワークにおいて用いられる( )は、光信号と電気信号の相互変換及び信号

の多重、分離を行う機能を有している。

① 光合波・分波器 ② ＤＳＵ ③ スプリッタ

④ ＯＮＵ ⑤ 光カプラ

問14 インターネット上のクライアント端末とサーバの間の通信では、ＴＣＰ／ＩＰプロトコル階層モ

デルに基づき、ソケットといわれる( )の組合せやプロトコル番号を指定することにより、通

信を行う相互のアプリケーションなどが決められる。

① ＩＰアドレス及び送信順序番号 ② ＩＰアドレス及びポート番号

③ ＭＡＣアドレス及び送信順序番号 ④ ＭＡＣアドレス及びポート番号

⑤ 送信順序番号及びポート番号
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問15 電話網の共通線信号方式は、通話回線と( )方式であり、通話中でも順方向や逆方向の信号

転送ができる特徴がある。

① 信号回線とを分離して、信号回線を共通に使用する

② 信号回線とを共通に使用する

③ 共通の両方向トランクを使用する

④ 信号回線とを時分割多重化して使用する

⑤ 信号回線とをＴＣＭ方式で使用する

問16 インターネットで使用されているＴＣＰ／ＩＰについて述べた次の文章の中で、正しいものは

( )である。

① ＩＰデータグラムはコネクション形のサービス形態を採っている。

② ＴＣＰの機能はＯＳＩ参照モデルの階層に当てはめると、ネットワーク層に当たる。

③ ＩＰはＩＰデータグラムを送信元からあて先まで転送する手順を規定している。

④ ＴＣＰによるデータ転送はコネクションレス形の通信プロトコルによっている。

⑤ ＩＰデータグラムはシーケンス制御、応答確認、ウインドウ制御、フロー制御などを行う。

問17 携帯電話や無線ＬＡＮなどの移動体通信システムの電波伝搬に関する設計においては、その利用

環境から受けやすい電磁波妨害や( )などの干渉対策を講ずることが重要である。

① マルチパスフェージング ② 降雨による電界強度の減衰

③ デリンジャ現象 ④ モード分配雑音

⑤ 電離層伝搬

問18 光ファイバを用いて信号を伝送する場合、伝送帯域を制限する主な要因である( )は、マル

チモード光ファイバ特有の現象である。

① 吸収損失 ② モード分散 ③ 材料分散

④ レイリー散乱 ⑤ 構造分散

問19 三相変圧器の結線方法には、 結線と△結線がある。このうち、 結線の巻線の１相当たりの電

圧は、各相とも同じ電圧のとき、線間電圧は相電圧の( )倍である。

１ １ １ １
① ② ③ ④ ⑤ ３

３ ２ ３ ２

問20 光ファイバの特性及び構造を決定する基本要素は構造パラメータといわれる。シングルモード光

ファイバの構造パラメータの一つである( )は、光学的手法によるコアの識別が困難であるこ

とから便宜上、光強度分布からコアとクラッドの境界部分を読み取り求められる。

① 開口数 ② 遮断波長 ③ 偏心率

④ モードフィールド径 ⑤ 比屈折率差


